
◆「当面の建設人材不足対策」とは？

◆「建設労働者確保育成助成金」とは？

建設業における人材不足対策と

助成金制度

◆助成金利用を考える場合の留意点

精神障害の労災認定件数が

過去最多に！

◆脳・心臓疾患と精神障害の労災補償状況

◆精神障害の労災認定件数が過去最多に

平成 年 月号

現在、震災復興等のため建設需要が高まっているにも

かかわらず、社会保険未加入等により労働者の就労環境

が悪化していることに加え、急速な就業者の高齢化と若

年者の建設業界離れという問題が生じています。

これを受け、６月21日、厚生労働省は国土交通省と連

携して対策を講じるため、「当面の建設人材不足対策」

（以下、単に「対策」という）を公表しました。

この対策の主なポイントとして、（１）地域における

関係者間のネットワーク構築、（２）建設人材が不足し

ている地域のハローワークにおける相談や援助、情報提

供や面接会の実施、（３）若年非正規雇用者への職業訓

練を行う事業主等への助成、（４）求職者等への建設業

界の魅力のアピールが挙げられています。

上記対策により、雇用の改善、技能の向上を目指す中

小建設事業主や中小建設事業主団体を支援するものと

して、７コース12種類の助成金制度が設けられていま

す。

具体的には、職業訓練等を実施した場合に支給される

ものとして、（１）認定訓練コース（７月末までに計画

書の提出が必要なため今年度は終了）、（２）技能実習コ

ース、（３）建設広域教育訓練コース（広域的職業訓練

を実施する職業訓練法人が支給対象）、（４）新分野教育

訓練コースがあります。

また、評価制度や研修体系の構築、健康づくりに取り

組んだ場合に支給されるものとして、（５）雇用管理制

度コース、（６）若年者に魅力ある職場づくり事業コー

スがあります。

さらに、被災３県に所在する工事現場での作業員宿舎

等にかかる費用を助成するための（７）作業員宿舎等設

置コース、があります。

助成金の手続きにあたっては相当量の申請書類や

訓練等の実施を裏付ける資料のような添付書類の

作成等で工夫を要したり、申請期限もありますの

で、社会保険労務士等専門家に相談されるのがよ

いでしょう。

なお、当事務所でも助成金申請のお手伝いをさ

せていただきますので、興味がある場合はご連絡

ください。

厚生労働省が、平成 24年度の「脳・心臓疾患と

精神障害の労災補償状況」を発表しました。これ

は、過重な仕事が原因で発症した脳・心臓疾患や、

仕事による強いストレスなどが原因で発病した精

神障害の状況についてまとめたものです。

くも膜下出血などの「脳血管疾患」や、心筋梗

塞などの「心臓疾患」は、過重な仕事が原因で発

症する場合があり、これにより死亡した場合は「過

労死」とも呼ばれています。
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今回注目すべきは、精神障害の労災申請自体は前

年より若干少なくなりました（1,257 件）が、労災

認定件数が 475件（前年度比 150件増）となり、過

去最多となったことです。

その内容を見ると、昨今、行政による是正指導で

も多く指摘されている事項が並んでいます。

業種別では、製造業や卸・小売業、運輸業、医療・

福祉といった業種が多くなっています。

次に、出来事別に支給決定件数をみると、（１）

仕事内容・仕事量の（大きな）変化を生じさせる出

来事があった、（２）（ひどい）嫌がらせ、いじめ、

又は暴行を受けた、（３）悲惨な事故や災害の体験、

目撃をした、の順に多くなっています。

また、増加件数としては、（１）１カ月に 80時間

以上の時間外労働を行った（前年度比29件増）、（２）

（重度の）病気やケガをした（同 27 件増）、（３）

上司とのトラブルがあった（同 19 件増）、（４）セ

クシュアルハラスメントを受けた（同18件増）、（５）

（ひどい）嫌がらせ、いじめ、又は暴行を受けた（同

15件増）の順に多くなっています。

「１カ月に 80時間以上の時間外労働を行った」と

いう部分については、脳・心臓疾患の時間外労働時

間数（１カ月平均）別支給決定件数をみても、飛躍

的に発症率件数が高まってくるところですので、会

社の労働時間の管理が非常に重要であることがわ

かります。

時間外労働が多いと睡眠不足など体調の管理も

難しくなり、こうした労災の発生につながってくる

ことも考えられます。

暑い時期になり、熱中症が例年になく多く発生し

ているようです。今年は体調の管理と併せて、労働

時間の管理についても見直してみてはいかがでし

ょうか。

株式会社マイナビが、同社会員サイトの未婚の

代女性（ 人）を対象に実施した「女性の働き

方に関する調査」によると、「今の会社は女性にと

って働きやすいと思いますか？」という質問に対

し、半数以上の ％（前年比 ポイント増）が

「働きやすいと思わない」と回答してことがわかり

ました。

理由としては、以下のことが挙げられました。

・女性の管理職がほとんどいない（ ）

・待遇・評価制度がしっかりしていない（ ）

・福利厚生が充実していない（ ）

また、「今の会社に将来モデル（目標）にしたい

と思える女性の上司・先輩はいますか」という問い

には、 （前年比 ポイント増）が「いない」

と回答しました。

女性の管理職登用・推進についてのコメントを見

てみると、「女性管理職が増えれば、相談などもし

やすくなる」「育児や出産に対する制度の制定へ前

進するきっかけになると思うから」という声があ

り、女性が働きやすい職場環境へ導くような同性の

管理職の存在を必要としている女性が多いことが

わかりました。

また、日本経済新聞社が「女性役員の登用」につ

いて、社長 人に行ったアンケート調査の結果に

よると、「今後も人数を増やすつもりだ」と回答し

た人は ％となり、「今のところ増やす考えはな

い」の ％を大きく上回りました。「登用を検討中」

という回答も ％ありました。

上記の調査結果からも、今後も女性の職場におけ

る役割はますます高まり、それに合わせ職場環境も

改善させることが予想されます。
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◆仕事量・内容の変化、嫌がらせ・いじめに注意

◆体調の管理と併せて労働時間の管理も

これからの女性の働き方

～女性管理職は増加していくか？～

◆半数以上が「今の職場は働きづらい」と回答

◆「会社内に目標としたい女性がいない」も半数以

上

◆「女性役員の増員を検討」 ％
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